
研究公正担当理事コンプライアンス部公益通報者 事務本部の各部等 公益通報の対象部局

③受理・不受理の通知
当該公益通報の受理又は不受理について通知・併せて救済及び回復の措置について説明

⑤事前調査
本調査が必要か否か判断するために、事務本部の各部等
又は当該事前調査の対象部局等に事前調査の実施を指示

⑥事前調査の結果通知（③の通知後２０日以内）
本調査の実施の有無等、事前調査の結果を通知（本調査を実施しないときは、その理由を併せて通知）

⑦本調査
事務本部の各部等に本調査の実施を指示

⑨本調査の結果通知
本調査を終えたときは、当該本調査結果を通知

⑩是正措置等
本調査の結果、通報対象事実が明らかになったときは、
是正及び再発防止のために必要な措置を講じるよう指示

⑪是正措置等の結果報告
是正措置等の内容、是正結果等を報告

⑪是正措置等の結果報告
是正措置等の内容、是正結果等を報告

⑫是正措置等の結果通知
⑪の報告を受けたときは、⑨の結果通知に併せて是正措置等の結果を通知

⑬是正措置等の確認
⑪の是正措置等が適切に機能しているか確認し、
機能していない場合は改めて是正措置等を講じるよう指示
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※1.公益通報が不正の利益を得る目的、他人に損害を加える目的、
その他の不正の目的によるものである場合は、
公益通報者保護法に基づく保護の対象となりません。

④公益通報対応業務従事者の指定※2

①公益通報 ※1
原則として書面を通報相談窓口（コンプライアンス部もし
くは学外の法律事務所）に提出又は送付

②受領連絡
公益通報書に不備があるときは、書面の補正を指示

受領した公益通報が公益通報としての
要件を満たしているか否か確認

⑧本調査の実施・結果報告
資料精査、ヒアリング等により調査を行い、結果を報告

対象部局等と連携して調査等を実施

※2.通報相談窓口における窓口対応者については、
事案発生以前に公益通報対応業務従事者に指定されています。

公益通報処理の流れ
（本資料は本学における公益通報の概要を整理したものであり、詳細については規程等をご参照ください。）


